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１．概要（Summary） 

心筋細胞の拍動力を直接計測するための手法の提案

を行った．製作したセンサチップは 6 本のカンチレバーか

らなり，それぞれの時間分解能は数十 kHz 以上，時間分

解能は0.1 nN以上である．本手法により心筋細胞の詳細

な拍動力の波形が得られた．加えて，実験セットアップの

簡便さから，心筋細胞のダイナミクスの解明につながると

期待される． 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
 ステルスダイサー 

 高速大面積電子線描画装置 
 マスク・ウエーハ自動現像装置群 
【実験方法】 

センサチップには Device Si 層/Box SiO2層/Handle 
Si 層の厚みがそれぞれ 0.3/0.4/300 µm の p 型 SOI ウェ

ハを用いた。ウェハにはあらかじめイオン注入装置によりヒ

素イオンを注入しておき，ステルスダイサーにより 1 インチ

角にカットした．高速大面積電子線描画装置とマスク・ウ

エーハ自動現像装置群により製作したマスクによるフォトリ

ソグラフィとエッチングによりカンチレバー形状を製作し

た． 
 製作したセンサチップは力に対するキャリブレーションを

行った．また，共振周波数，温度に対する応答を計測した．

センサチップをディッシュに接着し，心筋細胞をセンサチ

ップ上に播種することで心筋細胞の拍動力の計測を行っ

た． 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 本手法の力分解能は 0.1 nN 以下であった．カンチレバ

ーの水中での共振周波数はおよそ 76 kHz と計算された．

また，温度特性の評価により，培地の温度変化によるノイ

ズを補正することが可能であった．センサ上に心筋細胞を

播種したところ，詳細な拍動力の波形を得た． 
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